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老年看護学実習Ⅱ

２　単位

岡原　幸代　・　横手　理香

老年期の生活に機能障害があたえる影響を理解し、対象に応じた看護が実践できる基礎的能力を修得する。

生活の調整方法を理解する

授業目標

１．入院を余儀なくされる高齢者の特徴をふまえ、対象を全人的に捉えることができる。
２．老年期の自立を妨げる要因をふまえ、今後の健康上の成り行きを予測することができる。
３. 慢性的な病と共にある老年期の対象に対し、ＱＯＬの視点を持った援助を実施できる。
４. 保健医療チームの連携の実際を知り、看護の機能と役割が理解できる。
５．看護実践における自己の行動を振り返り、自己の課題を明確にできる。
６．看護を学ぶものとして、ふさわしい態度を身につけることができる。
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病棟の一日の流れと病棟の特徴を知る
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潜在的問題と現象との関連についてとらえる

体内環境に問題のある対象の全体像を把握する

健康を障害した対象のライフサイクルを経過を理解す
る

回復するための必要条件からその人の思いをとらえる

自力で生活調整が困難な部分を理解する

既習したすべてのテキスト

学内実習（実践活動の場以外の実習）の詳細に関しては実習要項に記載あり

病院勤務の経験を活かし、状況に即した実習を展開する

岡原：看護師・保健師：地域包括支援等勤務　６年　　看護教員：学校勤務　６年
横手：看護師・保健師：地域包括支援等勤務　６年　　看護教員：学校勤務　３年

継続したセルフマネジメントへの援助を行う

家族と連携した援助を行う

対象を支える家族への援助を実際の看護師の関わりか
ら学ぶ

カンファレンスを通して実習メンバーの受け持ち患者
の看護内容について情報交換し理解を深める

受け持ち患者に必要なレポート

臨地実習の援助内容・態度を評価表で評価


